平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：県産材流通対策費

	事業名: 木造公共施設整備加速化事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　　　　　　　　
　　　　　　　　　林政部　県産材流通課　県産材需要拡大担当　電話番号：058-272-1111（内3013）

　　　　　　　　　E-mail：c11545@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：575,836千円（前年度予算額：890,200千円）
	事業内容


	１　事業の内容


「岐阜県森林整備加速化・林業再生金」を活用し、市町村等が実施する木造公共施設等の整備において、木材（県産材）使用が補助基準に基づき建築できる施設への支援を行う。
（１）補助基準（木材の使用基準）
　　①木　造　化　・使用する木材は全て岐阜県産材を使用
　　　　　　　　　・主要構造材は全て岐阜県産材でJAS製品又はぎふ性能表示材　等

　　②内装木質化　・使用する木材は全て岐阜県産材を使用

　　　　　　　　　・内装木質化を行う床面積の60％以上を木質化

　　　　　　　　　・床、壁、天井の内２箇所以上を木質化　等
（２）補助率　
　　①木　造　化　建築費：延べ床面積　1,000㎡以上　　　　　・・・130千円　

　　　　　　　　　　　　  延べ床面積　300㎡以上1,000㎡未満・・・115千円
　　　　　　　　　　　　　延べ床面積　300㎡未満　　　　　　・・・ 95千円

　　　　　　　　　部材費：１㎥あたり50千円

　　②内装木質化：内装木質化に係る事業費の1/2以内（部材費含む）

　　　　　　　　　　※床面積あたり45千円を上限

（３）補助金額の上限

　　①事業実施主体が市町村、一部事務組合等　・・・1億円

　　②事業実施主体が社会福祉法人、医療法人等・・・60,000千円

　　③事業実施主体が株式会社等　　　　　　  ・・・40,000千円

	２　所要経費


（１）木造公共施設整備加速化事業費　　　　 　575,635
（２）木造公共施設整備加速化事業県指導事務費　 　201
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　２儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

・公共施設の木造化を図り、県産材の需要拡大を進める
	　２　これまでの取組状況


　県内で市町村等が整備する木造公共施設について、県が定めた木材使用基準に基づいた施設に対して支援を行った。
	３　これまでの取組に対する評価


　県内の公共施設等において、木造化及び内装木質化による整備への取り組みが進んでいる。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	890,200
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	890,200

	要求額
	575,836
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	575,836

	決定額
	575,836
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	575,836


